
【研修会の様子】 
講   義  「緩和ケア概論」「がん性疼痛」「呼吸困難」「消化器症状」「精神症状」「コミュニケーション」 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループワーク  「がん性疼痛事例検討」「地域連携と治療・療養の場の選択」  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロールプレイ   「オピオイドを開始する時」「がん診療におけるコミュニケーション」  

緩 和 ケ ア 便 り 

痛みや症状コントロール、ケアについてのご相談がありましたら、緩和ケアチームへご連絡ください。 

緩和ケア便りNo4.2016.11月 

                                

平成19年4月にがん対策基本法が施行され，がん医療の均

てん化の促進や予防および早期発見の促進などが求めら
れるようになりました。これを受け，当院でも，がん診療に携
わる医師等が緩和ケアについての基本的な知識を習得し，
治療の初期段階から緩和ケアを提供することを目的として平
成20年より「緩和ケア研修会」を開催しています。今年は第8
回目の開催でした。  
  

 日頃、緩和ケアチームにご支援・ご協力いただきまして、本当に有り難うございます。 
平成28年10月21日(土)～22日(日)に「平鹿総合病院 緩和ケア研修会 2016」が当院講堂で開催
されました。今回は研修会の概要とその様子をご報告致します。    

日時：平成28年10月21日・22日 

場所：平鹿総合病院 

目的：基本的な緩和ケアの修得（痛みをはじめとした，がんによる苦痛に対する緩和ケア 

   の知識・技能・態度を修得し実践できる） 

参加職種：医師（17名）・薬剤師（2名）・看護師（6名） 計25名 


	スライド番号 1

